
フィリピン人女性の主体性確立 とコミュニティ形成

一 地域教育活動を事例に一

金 命貞

本稿 では、川崎市ふ れあい館 を中心 に活動 しているフィ リピ ン人女性 の地域

教育 活動 を中心 に、彼女 たちの主体性確立や コ ミュニティづ くりが どの ように

形成 されているのかを、在 日韓 国 ・朝鮮 人 と関連づ けなが ら明 らか にす ること

を 目的 とす る。ふれあい館 を事例 とす るのは、在 日韓 国 ・朝鮮 人 と日本 人によ

る地域教育 運動 に よって設 立 された経緯が あ るこ とか ら、 オール ドカマー と

ニューカマーを連続線上 においてみ るこ とが可能 であるか らで ある。

オール ドカマー とニューカマーを繋 げて考 える際 に、 ニューカマ ー外 国人 の

中で特 にフ ィリピン人女性 に注 目す るのは、 フィ リピ ン人が在 目外 国人登録人

口か らして、中国 と韓 国 ・朝鮮 、ブラジルに続 いて多 い外 国人 であること1や 、

ふれあい館 の職員 としてフィ リピ ン人 女性が勤 めてい てそ こを中心 にフィ リピ

ン人女性 コ ミュニティがで きているこ とか ら、ニューカマ ーの 中で フィリピン

人に限定 した。

1.問 題 意識

ニューカマーの定住化が進むにつれ、ニューカマー外国人女性の主体形成や

エンパワーメント、そ してそのコミュニティに関する研究が行われている。

例えば、2004年3月 にfさ れた伊藤るり他による 『現代 日本社会における国

際移動 とジェンダー関係の再編に関する研究一女性移住者のエ ンパワーメント

と新 しい主体形成の検討にむけて』2では、女性移住者のエ ンパワーメントと主

体形成の可能性 と現状 を、市民社会における社会活動 と経済活動か ら分析 し、
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その対象も滞日フィリピン人、日系ブラジル人、在 日韓国 ・朝鮮人1世 、ニュー

カマー韓国人にわたっている。中で、フィリピン人女性の社会活動を取 り上げ

た小ヶ谷論文3に おいて、小ヶ谷は、滞 日フィリピン人女性の社会活動か ら、社

会活動を①複数の 目的 と戦略(日 本社会へのアイデンティティ表明 ・日常的レ

ベルでの自助ネットワーク ・出身フィリピン社会への地位表明など)の 東 とし

て考えることができる、②これらの活動は日本社会への「適応」にとどまらない、

トランスナショナリズムと呼べるような空間 ・領域的広が りを持っている、③

彼女たちの活動は、次世代の教育を重視しているという点で、時間/世 代的広

が りも持ち合わせている、④ これらの複数の戦略が分かちがた く結びつき、一

体となっていることに意味がある、などの特性 を導 き出し、それが 「『移民/移

動の女性化』の 日本的展開一 「エンターテイナー』に特化 したフィリピン人女

性の流入と、「国際結婚』のプレゼンスー」に深 く条件づけられており、いわば「単

純労働移動型』と『家族形成型』の 「移民/移 動の女性化』の中間的タイプの 「女

性化』の帰結として位置付けられる」と結論づけている。また、在 日フィリピン

人女性の組織化の条件を分析 した定松論文4で は、組織化を可能にした条件を

個々人の女性の在留資格、学歴などの個人的属性のようなリーダーシップとと

もに、社会運動の歴史など、3つ の地域の事例から明らかにしている。

川崎におけるフィリピン人女性の社会参加についても、邸(2003)5は 川崎市

に在住 しているフィリピン人既婚女性10人 を対象に 「移民女性の社会参加」と

いう視点の導入を提起 し、彼女たちの主体性構築の可能性あるいは成立条件 を

分析、フィリピン人女性の社会参加を 「仕事からの相対的剥奪感」・「周辺化 さ

れる地位からの相対的剥奪感」から意義づけている。また、豊田(2009)6は 、ふ

れあい館を中心 としたフィリピン人コミュニティを5人 のフィリピン人女性の

インタビュー資料や参与観察に基づき、①マイノリティ側当事者の活動の当事

者性、②当事者による組織を支える支援の在り方の2点 から分析 している。

以上のような先行研究においては、ふれあい館を事例にした豊出論文が在目

の活動を踏まえてフィリピン人女性のそれが組織化されたことから、ニューカ

マーを支援するオール ドカマーの組織、存在が位置付けられてはいるものの、

それぞれのエスニ ック ・マイノリティを対象 に主体構築、コミュニティ形成の
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分析 がなされ、それを可能 とした条件 な どが 明確 となっているだけで、 オー ル

ドカマーの在 日韓 国 ・朝鮮 人 とニ ュー カマー外 国人 を繋 げて分析す る研 究は、

充分 に行われてい ない。中島(2008)7が 学 校教育 関係 者の言説か ら、 オール ド

カマー とニ ュー カマ ー とをつ なげて考 える 「連続の視点」を提示 して はい るも

のの、社会教育分野 においては、両者 をつ な ぐ視点か らの研究が充分 に行 われ

ている とは言 い難 い。

ニューカマー外 国人であるフ ィリピ ン人女性が、 オール ドカマ ーの在[と の

関係 の中で地域社 会で どのよ うに自立 しコ ミュニテ ィを形成 してい くのか、本

稿 において明 らかに したい。

2.フ ィリピン人女性 を中心 とした地域教育活動

1988年 に 川崎市 川崎 区で開館 したふれ あい館 で フ ィリピ ン人の子 どもを対

象 と した活 動が始 まるのは、1990年 代 半 ば以 降で、1990年 の 改正 入管 法の施

行 を受けて地域社 会 にニ ュー カマ ーが増 えていた時期 で もあ る。2010年3月 末

現在 川崎 市在住 の フィ リピン人 は3,878人 で、 ふれあ い館 の位置す る川崎区 に

は1,367人 が い るとされ、国籍 か らみる と、中国、韓 国 ・朝鮮 に続 いて三番 目に

多い8。

(1)ふ れ あい館 におけるフ ィリピン人 を対象 とした取組 み

ふれあい館 は、設立 当時 在 日外 国人が ほ とん ど在 日韓 国 ・朝鮮 人であ った こ

とか ら、韓 国の歴史や文化な どが活動の中心 となってい た。しか し、1988年 開

館 の時か ら開設 している識字学級 の学習者 を国籍 か らみると、在 日女性(2人)、

ニューカマー韓 国人女性(15人)、 ベ トナム人女性(1人)以 外 に、フ ィリピ ン人

女性 が4人 通 っていて、1994年 まで にオール ドカマー ・ニュー カマー韓国人 を

除いて一番 多いのである9。 この火 ・金曜 口の識字学級以外 に も、ふ れあ い館 を

運営 している青丘社 の母体 となる在 日大韓基督教 会川崎教 会にもフ ィリピ ン人

女性 が きていてそ こで も 目本語 を教 えていた とい う。ふれあい館 で は、 フィリ

ピン出身の女性 たちが地域 で増 えてい く中で、フィ リピ ン出身 の子 どもが学童

保育 に もいた ことか ら、その対応 を考 える ようにな った。それ は、ふれあい館
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がで きる前か ら行 って きた在 日の子 どもを対象 とする子 ども文化 クラブ 「ケナ

リ ・クラブ」を、フィ リピ ン出身 の子 どもにもつ くろうとい うものであ った。そ

して、そ こに1人 の フィ リピン人女性 がス タッフ として働 き始め る。フィ リピ

ン人女性 コ ミュニテ ィの中心 となるAさ んであ る。

Aさ んが 日本 人との結婚 をきっか けに日本 に来たの は、1992年 の ことであ る。

マニ ラ出身のAさ んは、大学 を卒業 しガ イ ドの仕事 をしていた ときに、 日本人

男性 と出会 って結婚、 口本 に くる。来 口以降は夫の経営す る居酒屋 でお手伝 い

を したの ち、川崎市総合教育セ ンターで通訳の地域 ボ ランテ ィアを していた と

き、 フィ リピン人職員 を探 して いたふれあい館 か ら声が かかった。最初 は週2

回の学童保育での勤務だったが、その翌年(1998年)か ら週5回 勤務 となる。

ケナ リ ・クラブは、1970年 代 に在 日の子 どもを対象 とした地域教 育実践 の中

で、在 日の子 どもの民族ア イデ ンテ ィテ ィ形成のために韓国の文化 に触れる一

方で、在 日の子 どもの 「居場所 」と してで きたもので ある。それ は、ふれあい館

開館以降 にも子 ども向けの事業 に位置付け られ、継 続 した もので、原則 的にス

タ ッフは在 日である。このケナ リ ・ク ラブの ような子 ども文化 クラブを、 フ ィ

リピン出身の子 どもを対象 とした 「ダガ ット(DAGAT)ク ラブ」(小 学生対象)

と して始 まるの は1998年 で 、Aさ んが担 当職員 となる。1999年5月 か らはふれ

あい館の固定 プログラムに位置付 け られ るようになった10。

毎週土曜 日の午後子 どもたちが集 まって フィリピンの文化や言葉 を学びなが

ら、 フィ リピ ン人 としての 自分のア イデ ンティティを受 け入れる。ふれあい館

の報告書 には、ダガ ッ トクラブの 目的につ いて、「フィリピン人のお母 さんたち

か らフ ィリピンの文化 を伝 えて もらった り、母 親の母語 を学 ぶ ことを通 して、

アイデ ンテ ィテ ィに揺 らぐ第2世 代 の こど もたち を支 える こと」llで あ る とし

てい る。

クラブがで きた当時は フ ィリピ ン人の子 ども2人 と、 ダブルの子1人 だった

とい う。現在 は、土曜 日14時 か ら17時 まで の3時 間開か れ、毎 週来 るの は7人

ぐらいで、 たまに来 る子 どもが何人かい る。今 もフィ リピ ン人 の子 どもはいる

が、 ダブルの子が ほ とん どであ る。クラブでは、 フィリピ ンの伝統 的な踊 りで

あ る 「テ ィニ クリング(Tinikling)」(バ ンブー ダ ンス)と い う竹の棒 を使 った
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踊 りや、ボー ルを使った伝統 的な遊 びを した り、タガログ語 のABCを 勉 強 した

り歌 を歌 った りしてい る。その歌や踊 りは、ふ れあい館 まつ りや、近 くの桜本

商店街で毎年11月 に開催 される 日本 まつ り、12月 の ク リスマ ス会 で披 露 され

る。それ以外 に、2000年 か ら始 まった夏 の合 宿、遠足 な どの活動 があ る。クラ

ブには、職 員のAさ ん以外に、 クラブ に来てい る子 どもの母親で もあ るBさ ん

が歌 や踊 りを教 えていて、運営に は日本人の学 生ボ ランテ ィアが関わっている。

Bさ んは、1999年 に川1　奇であった在 ロフ ィリピ ン人コ ミュニテ ィの研修 会でA

さ ん と知 り合い、そ こか らダガ ッ トクラブの活動 を始 め、Bさ んの子 どもた ち

もクラブに通 っていた。

クラブでは 日本語 と英語、 タガログ語が飛 び交 い、Aさ ん とBさ ん はで きる

だけ、 タガログ語 や英語 を使 うように し、子 どもた ちもAさ んとBさ ん とはタ

ガログ語 で話 しかけた りしている。

ダガ ッ トクラブ以外 に も、毎週水曜 日(15時 一17時)と 土曜 日(10時 一12時)

に ある小 学生学習支援 に通 ってい る子 も何 人かいる。文部科学 省の虹の架 け橋

事業 の補助金 か ら始 まった もので、 ダガ ッ トクラブに来 る前 にこの小学生学習

支援 に寄 ってか ら来る子が3人 ほ どいる。

この ようなフィ リピ ンにつ なが る子 ども向けの活動以外 に、女性 たちを中心

とした取紅 みがAさ ん を中心 に始 まる。子 どもとは別 にフ ィリピン人女性だ け

の集 ま りとして開始 したのが、「カ ワヤ ングループ」で ある。

(2)フ ィ リピン人 女性 によるコ ミュニテ ィづ くり

ダガ ッ トクラブが始 まった当時 には、子 どもと一緒 に母親が来 ていた。子 ど

もたちの活動 を母親 たちが見 ていたけれ ど、 ダガ ッ トクラブ とは別 にフ ィリピ

ン人女性 たちの グルー プをつ くるようになる。フ ィリピン人に関わ る活動か ら

出発 した取組 みは、2004年 に カワヤ ングル ーブへ と繋が る。

グループの案内には、その 目的 を 「国際結 婚で生 まれた フ ィリピン人の子 ど

もたちが相互 に交流す るだけでな く、子 どもたちが、子 どもた ちのお母 さんの

文化 を 『差別 され るもの』ではない もの と して、受 け入 れ られる ようにす るこ

とです。また、家庭内暴力の被害者 を支え るために、心理 的な支 え とな り、また
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法的 な支援先 の情報 を提供 する活動 もお こなってい ます。地元、 川崎 での毎週

土曜 日の相互交流の活動に加 えて、将来は力 を蓄えて、神奈川県内の フィリピ

ン人 の支 えになる ことがで きれば と願 ってい ます」と してい る。活動 内容 とし

て は、 タガログ語教 室 と英会話教 室の運営、学校 を訪問 しワー クシ ョップを通

して フィリピン文化 を紹介する活動、通訳 の派遣(状 況 に応 じて可能)、 入 門程

度の 日本語の学習、 コンピュー タの使い方指導、 日本人を対 象に した フィリピ

ン文化の紹介 などであ る12。

カ ワヤ ング ルー プが で きるのは、1997年 か ら川 崎市教育 委員会 が実施 して

い る 「民族文化講師 ふれあい事 業」を行 うにあたって、学校 に行 くフィ リピン

人の仲 間を誘 ったのが、 きっかけであ った。カワヤ ングループは結成 した翌年

には青丘社が運営 する 「ほっ とカフェ」の入 り口に雑貨 屋台 を共 同で出資 して

始め、その活動 は、Aさ んを中心 とす る相談、学校訪問、屋台運営 となる。この

活動 を踏 まえて、2008年2月 には神 奈川 県の財 団か ら助成 を受 け、「カワヤ ン

情報セ ンター」をオープ ンし、フ ィリピンの食材や雑貨 を売 る 「サ リサ リ ・ス ト

ア」をつ くった。「相談 ・学校訪 問 ・食材雑貨店運営」の三本柱 が カワヤ ングルー

プの中心活動 とな り、2007年 か らはフィリピ ン人向け講座(日 本語 ・識字、パ

ソコン入門、英語講 座)を 開設 した13。

カ ワヤ ン情 報セ ンター は、2011年 に新 しい場所 に移転 し、多文 化共生 セ ン

ター カワサ キにコ ミュニテ ィ ・カフェの運営 を している。以前 のサ リサ リ ・ス

トアでは、 フィリピンの 日常用品やお菓子、飲 み物 、遊 具 とともに、 フィリピ

ンの食べ物 とスイッを販売 し、小学生学習支援 に来た子 どもたちがお昼 ご飯 を

取 った り、お母 さんたちが集 まった りす る場所 となっていた。現在 のコ ミュニ

ティ ・カフェでは、フ ィリピンの 日常用 品や お菓子、飲み物の販売の傍 ら、コー

ヒーやサ ン ドイッチ、フィリピンのス イツを楽 しむ ことがで きる。

最初 カワヤ ング ルー プの結成 に中心的役割 をしていた仲 間が フィリピンに帰

国す るな ど、 メンバー層の変化があ る中で、2011年4月 か ら活動 を再 開 し、現

在 は毎週水 曜 日にコミュニテ ィ ・カ フェに集 まって、今 後物 をつ くってその売

上金で 日本 とフィリピンの児童 を支援 す る活動 や フィリピン人 コ ミュニテ ィの

ための活動資金づ くりを進 めて いこ うとす る ところである。Aさ んはふれあい
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館 でダガ ッ トクラブ と小学生学習支援 の責任者 であ り、相談や通訳 の仕事 を し

ているこ とか ら、相談 で知 りnっ たフィ リピン人女性 たちにダガ ッ トクラブや

カワヤ ングルーブに参加す るよう声 をか けているとい う。

フ ィリピ ン人女性 の場合 、フ ィリピ ンが カ トリック国家 であるだ けに教会 中

心 のコ ミュニテ ィが多 く、例 えば、神奈 川県 にあるフ ィリピ ン人コ ミュニテ ィ

「カラカサ ン(KALAKASAN)」 は、カ トリック横浜教 区滞 日外 国人と連帯す る

会(SOL,1992年 設 立2002年 解 散)が つ くった フィリピン人女性DVサ バ イバ ー

の 自助 グループで、2002年12月 に設立 し、在 日フィリピン人 を中心にDVサ バ

イバーの外 国籍女性 のためのフ ォーロア ッププログラム と子 どもたちの ため の

プログラムを実施 している11。つ ま り、カラカサ ンは教 会を母体 にで きたグルー

プである。一方 、ふれあい館 を母体 にで きたカワヤ ングループの場 合、地域 を

ベー スと してい るこ とか ら、他の コ ミュニテ ィとは異 なる特 徴 を持 っている。

Aさ ん とBさ んは、国際結婚 な どで地域 に入 って くる フィリピン人女性 に対 し

て、一緒 に仲 間 となって活動 してほ しい と話 していて、 ダガ ッ トクラブの遠足

や合宿 な どの行事 に母親 も参加す るよ う、働 き掛 けてい る。

また、ふ れあ い館 拠点 の フ ィリピ ン人女性 コ ミュニテ ィに対 して、Aさ ん

は、「母 子家庭が多 い」ことを挙 げている15。 日本社会の 中で 日本人 男性 と離婚

したフ ィリピン人女性 に とって子 どもを育 ててい くためには、 目本 での生活 を

営為 してい く上 でコ ミュニティが必要 であると思 われ、そ れが女性 を中心 と し

たフィ リピン人コ ミュニティが形成 される背景 に影響 したので はないか と考 え

る。

3.フ ィ リ ピ ン人女 性 の 主体 性 形 成 と コ ミュ ニ テ ィづ く り

を可 能 に した もの一 在 日 との 関係 か ら

ふれあい館 を拠点 としたフ ィリピ ン人コ ミュニテ ィは、他の フ ィリピン人 コ

ミュニテ ィに比べ る と、①地域ベースの ものであ ること、② 日本人 と在 日韓 国 ・

朝鮮 人、フ ィリピン人 の関係 か ら形成 されたこ と、③在 目の経験 に基づ いた実

践 か ら生 まれたこ と(当 事者性の重視)、 という特徴が ある。
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(1)日 本社会への参入を仲介する存在としての在日

ふれあい館の設立経緯から現在の館運営(指 定管理者である社会福祉法人

青r社 の母体が在 日大韓基督教会川崎教会)に 至るまで在 日韓国 ・朝鮮人が中

心となる施設であり16、1988年 か らの職員体制をみて も、在 日の職員が多い。

2011年8月 現在在 日と日本人以外の正職員は、フィリピン人のAさ んと日系人

の男性、朝鮮族の女性の3人 だけである。ふれあい館の歴史や実践に基づいて

フィリピン人女性のエ ンパ ワーメントとコミュニティづ くりを考えるときに、

社会的弱者であるフィリピン人を日本社会へ と参入させる 「在 日」の存在を抜

きにして考えられない。

Aさ んとBさ んは、日本人男性 と結婚 したが、離婚 した経歴を持っている。そ

れに、Bさ んの場合、生活保護を受けなが ら子 どもたちを育てているシングル・

マザーで もある。このような点は、それまでフィリピン人女性の主体形成の条

件を分析 した定松(2004)と 郎(2003)が 指摘 しているような、夫を持ち、経済

的余裕のあるという条件とは異 なる。離婚した外国人女性 という、社会的参加

が最も難 しいと思える外国人女性の社会参加が可能だったのは、活動の拠点と

なるふれあい館が当事者性を大事に し、問題 ・課題 を抱える当事者によるアク

ションを最も大事な原則に していることと関連深い。つ まり、「在 日」の存在は、

労働市場の理論からの 「中間マイノリティ」のような役割を果た しているとも

いえる17。

中間マイノリティとは、「エスニック・マイノリティが受け入れ社会の労働者

と支配者の中間に入 り込み、通商や流通と金融など特定の経済活動を行 う場合

をさす」もので、f問 マイノリティが社会のエリー トと大衆の問に入 り込むも

のである。関根政美は、日本の華僑 ・華人、在 日韓国 ・朝鮮人の一部に中間マイ

ノリティを適応で きると指摘 している18。中間マイノリティは、ある意味主流

社会へと適応 ・1頂応するため、社会に対するアンティテーゼを必ずしも持って

いるとはいえない。が、中間マイノリティがエスニシティや民族性を成功のた

めの資源として利用している側而は、民族アイデンティティ保持のために、民

族文化やエスニシティを大事にするというふれあい館やダガットクラブ ・カワ

ヤングループの活動 とも共通 している。日本社会に対抗 し変革 していくという
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原理 を有 しなが ら、日本人 とニュー カマー外 国人 を媒介する とい う存 在 として、

在 日韓 国 ・朝鮮人 のこ とを考 えるのであれば、「中間マ イノ リティ」は、ふれ あ

い館 中心 のフィ リピ ン人コ ミュニティ形成 の特徴 を説 明 して くれる有用 な概念

である と思 われる。

ふれあい館 の在 日2、3世 か らなる職 員たちが移民1世 の フィリピン人女性 に

対 して、 日本 人 ・日本社会 との 間の 「中間マ イノリテ ィ」となる。ただ し、そ こ

には異 質性 を持つ 他者 を排 除 しよ うとす る 口本人や 口本社会 に対す るクリテ ィ

カルな視 点を持 ちなが ら、他者 との共存 ・共生 を導 き出そ うとす る。すなわち、

目本社 会の差 別 ・抑圧 に対 して民族性 を もって対抗す る という在 目韓 国 ・朝鮮

人の運動 か らの施 設であるだけに、Aさ ん は生活世界か ら公的施設 の職員 とい

う公共圏へ の参入 がロ∫能 とな り、フ ィリピ ン ・コ ミュニテ ィの リーダー と して

活動 で きたので はないか。日本社 会 と下層マ イノ リテ ィとの問に在 日が 「巾 問

マイノ リテ ィ」と して、日本社会参入 への戦略や資源 を持 っているか らであ り、

例 えば、Aさ ん に相談 に来 る生 活保護iやDVか らの保護 が必要 な人 に対 して、

ふれあい館 では行政 な どとの交渉 のや り方 を在 日の運動 の中か ら熟知 してい た

か らこそ、Aさ ん を中心 とした フィリピン人女性の コ ミュニティづ くりを可能

に したのではないか と考 える。ふれあい館 の三浦館 長 は、Aさ んを2008年 か ら

短 時間職 員か ら正職員 に していたが 、それは同 じ土台 で活動 してほ しい とい う

想 いか らで、で きるだけ丁寧 にお話 を聞 くようにコ ミュニケーシ ョンを取 ると

か、相談業務 の場 合、Aさ ん一人で抱 え込 まず周 りの資源 を使 うように してい

る とい う19。

また、Aさ んは講座 の企画を も担 当、2010年 に フ ィリピ ン人女性 を対象 と し

た ワー クシ ョップを含ん だ5回 の講座 を在 日の職員 と、2011年 には フ ィリピン

人 と[系 ブ ラジル人 を対 象 と した講座 を[系 ブラジル人男性 と企画 してお り、

このよ うな講座 に、 フ ィリピ ン人女性が講師 な どで参加 し、み んなの前 で自分

の話 をする ような場 を作 り、 自らの 「声 」を出す ように積極 的に フィリピ ン人

女性 たちに働 きかけていた。
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(2)日 本人と在日韓国 ・朝鮮人の共生から多文化共生への移行のス トラテジー

1986年 に制定された 「川崎市在 日外国人教育基本方針一主 として在日韓国 ・

朝鮮人」は、制定の経緯からして在日韓国 ・朝鮮人を念頭においたもので、当

時在 日の多い地域以外に基本方針は意識 されていなかったようである2⑪。この

ような流れが変わ り、在日と日本人の共生から多文化共生への移行が川崎市の

中で顕著に現れるのが、Aさ んがふれあい館の学童保育でアルバ イトを始める

1997年 前後である。

川崎市では、1996年 に職員採用における国籍条項が撤廃 され、同年12月 に

川崎市外国人市民代表者会議が発足 し、1997年 に外国人市民が 自国の文化を

小中学校で伝える 「民族文化講師ふれあい事業」を教育委員会が始め、1998年

には基本方針を「川崎市外国人教育基本方針一多文化共生の社会をめざして一」

に改定、「多文化共生」という言葉が全面的に登場 している。1997年 前後に外

国人市民の市政参加の制度的位置付けが明確化 され、外国人市民の社会参加の

経路が拡大してい くとともに、在 日だけでな く、より多様な外国人の存在が認

識され始める時期でもあった。

ふれあい館の三浦館長は、地域社会が多文化してい く中で、自らを多文化し

てい く必要があるといい、Aさ んを入れたのは、そういった趣旨もあったこと

を述べている21。つまり、日本と韓国 ・朝鮮の枠組みで考えてきた、ふれあい館

側のある種の 「同質性」を白ら多文化 してい くための1つ のス トラテジーであ

り、それがフィリピン人女性たちの活動を後押 ししたともいえる。また、在日

が日本人と文化的違いがあったのに対して、フィリピン人女性の場合、日本人

との人種の違いがあ り、ここには明らかな外見の違い、つまり、最初から日本

社会において、彼女たちは 「異化」されている側面があることを看過できない。

「中間マイノリテ ィ」としての在 日の存在や多文化共生への移行のス トラテ

ジーが、在日との関係から考えられる主体性形成やコミュニティづ くりを可能

としたものであるならば、フィリピン人女性たちに焦点を当てたときに、そこ

にはどのようなエンパワーメントのロジックが浮かび上がって くるのか、次節

でみてみたい。
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4.フ ィリピ ン人女性 のエ ンパ ワー メ ン トの ロ ジ ックの確立

在日韓国 ・朝鮮人の場合、「民族」を回復することを通して、日本で韓国 ・朝

鮮人として生 きる 「在 日」としての自分を獲得していく「ロジック」を手にして

いた。こういった在日の主体化のロジックにおいて、民族差別撤廃と民族回復

は密接に結びつき、民族差別との闘いというテーゼを共有 していくことが大き

な連帯を生み出していた。

しか し、1980年 前後の難民条約、国際人権規約の批准や、80年 代半ばに大

きな盛 り上が りを見せていた指紋押捺拒否運動以降、制度的差別が改善されて

い く中で、民族差別に立ち向かってい くことを通 じた民族性の回復が1999年

の金泰泳の 『アイデンティティ ・ポリティクスを超 えて一在日朝鮮人のエスニ

シティ』(世界思想社)な どで、それまでの在 日のアイデンティティ・ポリティ

クスに対する批判がみられ、また、倉石一郎の 「包摂と排除の教育学』(生活書

院2009年)で は、1960年 代、70年 代の在 日韓国 ・朝鮮人生徒に対する民族教

育実践への批判的検討がなされている。このような在日の日本社会に対する「同

化」か ら「異化」へのプロセスは、時代の変化や在 日の世代交代によって在 日内

部の変化がみられている。それが、ニューカマーのフィリピン人となった場合、

彼女たちはどのように 「自己」という主体を日本社会で確立 していき、在 日と

どこで共通項を有 しどこが違っているのだろうか。

(1)地 域 社会 で 「フ ィリピン人」として生 きてい く

Aさ ん は、先述 した ように、1992年 か ら[本 に来て いて6ヶ 月、1年 の ビザ

を何 回か更新 し、永住の資格 を取得 している。来 日当時、 日本語 を自由 に話せ

なかったAさ んは、独 学で 目本語 を身に付けた。最 初ふ れあい館 の仕事 は、週2

回13時 か ら17時 まで働 くことだ ったが、1998年 か らは週5日 に増 えている。ふ

れあい館 の学童保育 で什事 を始 めたAさ んが 、活動 に対す る意味 をはっき りと

意識 するのは、フ ィリピ ン人 としての自分 を受 け入れ てい く子 ど もたちの変化

であった。ダガ ッ トクラブの10周 年誌 には次の ようなAさ んの言葉が掲載 され

ている22。
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わた くし自身の体 験か ら日本 において、子 どもが フィリピンの文化に触 れず

に育 って しまうとい う危機感の一方で、 フィリピンの文化 を伝 える難 しさも同

時 に感 じてい ま した。しか し、「私 はフィ リピ ン人 じゃない1」 と自らのルー ッ

を否定 していた子 が1年 、2年 、3年 と活動 を続 けてい く中で 「私 はフ ィリピン

人だ」と誇 りを持 って言 える ようになった姿 を見て、 この活動 の意義 を改 めて

感 じ、次へ の原動 力に して参 りました。

日本人男性 と国際結婚 した フィリピン人女性 の場 合、植民 地支配 とい う日本

との歴史的関係 を持つ在 目と比べて、家族の一員 として入る ことか ら、 目本社

会への適応 に対す る 「積 極性」を在 日よ り持 ってい ると推 測で きるza。しか しな

が ら、日本 人 と国際結婚 をして 「日本 人」になること、日本社 会に適応する こと

が 「期待」されてい たAさ ん24の 立 場か らす る と、 フィ リピン人 と しての 自分

を受 け入れ ることがいかに大事 なのか を学童保育の実践か ら再認識 した とみ ら

れ、Aさ んは 自分の子 どもに対 して も 「フ ィリピン人」としての アイデ ンテ ィ

ティを持つ ことを伝 えていた。10歳 の ときに来 日 したAさ んの子 ども(フ ィリ

ピン国籍)が 中学校 に入 った ときに 日本名 に変 えてほ しい と言 ったこと もあ り、

小学生の ときに 自分は 「日本人で はな く、外 国人 なのか?」 と聞 いて きた こと

があ る とい う。その ときにAさ ん は 「日本人 じゃない よ、あ なた と 日本人 とを

比べ ないでね」と答 え、名前 を変 えるこ とについ ても、名前 を変えて も肌 でフ ィ

リピ ン人であるこ とが 分かるか らと話 した ようで ある。外見か ら外 国人だ と分

か ることか ら、Aさ んは もっ と堂 々 と外 国人であるこ とを最 初か らア ピールす

るように してい るとい う25。

一 方、Bさ ん は、1992年 に 日本 人男性 と結婚、1993年1月 に来 日し、2人 の

子 ど もが い る。2004年 に離婚 して現 在 は子 どもたち と3人 で暮 ら している。B

さ ん も永住 の 資格 を持 っ てい るが、子 ど もた ちは2人 ともダガ ッ トク ラブに

通 っていた。歌 が上 手で好 きなBさ んは、Aさ んか らダガ ッ トクラブの活動 に

誘わ れた ときに仕 事 を抱 えなが らもク リスマス会で着 る衣装 を直接作 った り、

子 ど もた ちに歌 を教 えていた。民族 文化講師ふれあい事業 で、小学校 で フィリ

ピン料理 を作 っていたBさ んをみ た学校 の先生 か ら声 が掛 か り、わ くわ くプ ラ
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ザ26の 仕 事 を始 める ようにな り、現 在は週3日 わ くわ くプ ラザ の仕事 をしなが

ら、ダガ ッ トクラブで歌 を教 えてい る。

Bさ んは、子 どもが ダブルで あるこ とか ら、 日本 人で もあ りフィリピン人で

もある とい う自分 を受 け入 れるよ うに、家で は、英語 、日本語 、タガログ語 を使

い、フ ィリピン関連 の集 ま りがあ る ときに子 どもを同行 す るように している。

国際結婚 に よるダブルの了 どもに対 する この ような教育方針 は、Aさ んに も共

通 していて、「ダガ ット入 った ら、私のお母 さん フィリピンなんだ一、そ うい う

文化 を もって、私 のお父さんは 日本人 だ、っていうこと両方 をもって、 ってい

うのを、両方持つ、文化 ってい うの を、その子 は最初 か ら見つ ければ、そ んなに

ね、アイデ ンティティってこ とを、あの一上手に分か ると思 う」27と述べ ている。

日本社 会で 「フィリピン人」として生 きてい くこ と、 フ ィリピン人であ る自

分 のア イデ ンティテ ィをもきちん と受 け入れ るこ とを大事 に してい るこ とは、

ダガ ッ トの実践の 中で も現 れていて、 ダガ ッ トで 「私 はハー フなんだ」と言 っ

ていた子 に、Bさ んは 「ハー フで はな くて ダブルなんだ よ」と話 しかけていた。

[本 社会 で 「[本 人化」してい くのではな く、地域社会 の一員 としての 「アク

ター」と立 ちあが ってい くため に、 フ ィリピ ン人 としての 自分 を積極的 に受 け

入れ、それを表 明 してい くこ とが必要 なのは、在 目の事例 をみ て も明 らかで あ

る。Aさ ん とBさ んが地域 社会で 「フィ リピン人」として生 きてい くことを意

識 しなが ら、実践 を展 開 してい くこ とは、今までのステ レオタイプを崩 してい

こ うとす る想 い とも関わっている。

(2)そ れ までの 「ステ レオタイプ」を崩 してい く28

日本社 会では、フ ィリピン人女性 に対 して 「ジ ャパゆ き」「エ ンターテ イナー」

といったい くつ かのステ レオタイプ29が ある。この ようなステ レオ タイ プが あ

るが故 に、フィリピン人女性 は夫の家族か ら差 別的な扱 い を受ける ことが多 く、

フ ィリピンへ の先 入観 を持 つ 日本人男性の実家 はフィ リピン人女性 に 「偏見 の

眼差 しを向ける」こと となる30。Bさ んの場合 も同 じであ った。Bさ んは、生 ま

れたばか りの2人 口の子 どもを姑 に見せ るため に夫の実家 に訪 れた ときに中 に

入って もらえなかったこ とを語 りなが ら、イ ンタビューに関 して も元の姑 さん
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がBさ ん に対 して低 く評価 してい る考 えが 「違 う」としなが ら 「そ こ(姑 さんの

ところ)ま で届 けたい」と強 く話 していた31。

そ うい った家族か らの差別は、「フィリピン人女性=エ ンター テイナー」とい

う日本社会の ステ レオ タイブか らの ものであ り、その ステ レオ タイプへ の反発

が彼女た ちの主体性形成 の原動 力 となってい た。そ して、そ れは、フ ィリピン

社会 にお ける在 日フ ィリピ ン人女性 に対す る偏 見に対 して も向け られてい る。

つ ま り、「フ ィリピン政府 は、海外雇用 を奨励 しなが ら、[本 の興行就労 は 『非

道徳的』、香港 、他国における家事労働へ の就労 は 「上品』だ とい う二重基準 的

な視点 を持 ってい る」32と され、Bさ んは、フィリピンに帰 った ときに、その よ

うな在 目フィリピン人女性のマイナス ・イ メー ジを変え ようとメデ ィアのイ ン

タビュー を受 けるなどの活動 をしている。

さらに、 この ような 日本社 会や フ ィリピン社 会における フ ィリピン人女性 の

ステ レオタイプの是正の努力は、外部 だけではな く内部 に向けた もので もあ る。

小 ヶ谷は、名古屋 のフ ィリピン女性組織 を対象 とした調査か ら、それ までのフ ィ

リピン人 に対す る 「『ステ レオタイプを崩す』とい う、ホス ト社会 へのア イデ ン

ティテ ィ戦略が、単な る日本社会への異議申 し立てに とどまらず、既存 のフ ィ

リピン ・コ ミュニテ ィのあ り方や活動内容への不満 と結びついた形で も表明 さ

れてい る」と指摘 する33。

例 えば、Bさ んは、 白分で はな くみんなのため に31フ ィリピン人女性 たちが

もっ と力 を合 わせ るべ きだ とし、生 活保 護やDVの 相談 を受け るこ との多 いA

さん はフ ィリピン人女性 たちが生活保護 に甘 えず頼 らないで、 自分が働 くな ど

自立 して ほ しい と話 していた。また、エ ンター テイナー で入 った人たち とそ う

で ない人 たち は別 々の グルー プをつ くる場 合が 多いが、Aさ ん 中心 の コ ミュ

ニ テ ィにお いては、エ ンター テイナー 出身だか らとい って排 除す るので はな

く、彼女たち をも巻 き込んだ コ ミュニテ ィづ くりに励んでお り、 自らの コミュ

ニテ ィや生活のため にフィリピン人女性たちが よ り主体的になってほ しい とい

う想 いを もってい る。実際 に、Bさ んは教 会活動や大使館 の行事 があ る ときに

歌や演奏 をす るな どのボ ランテ ィア活動 を継続 し、東 日本大 震災のためのチ ャ

リテ ィー コンサー トに も参加 していた。Aさ んを巾心 にカワヤ ンの活動 として
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フ ィリピンの子 どものための活動が始 めよ うと してい るが、 このようなコ ミュ

ニティや社 会のための活動 を展 開 しているのは、何か しても らうの ではな く白

らが行動 を起 こ してい くこ とで、フィ リピ ン人女性 に対す るマ イナスの ステ レ

オ タイプ、フ ィリピ ン人女性 たちの中のステ レオタイブを崩 してい こうとす る

「アクシ ョン」なのである。

Aさ ん とBさ んは、「ジャパゆ き」「花嫁」というフ ィリピ ン人女性 に対す る固

定 したイ メージを崩 してい くこ とをダガ ッ トクラブなどの地域教育活動 の中で

図ってお り、語 りか らは、在 日と同 じ「闘 う」という言葉がみ られ た。Aさ んに「何

に対 して闘 うのか」と聞い たところ、在 目のい う制 度的差別 との闘いではな く、

安 定 した生活 をす るためであ る とい う答 えが返 って きた。また、 日本社会で生

きてい く上 で 「日本語」とい う言葉 の重要性 も強調 している35。彼女 たちにとっ

て、「闘 う」とい うこ とばの意味 は、在 日の運動 的な意味ではな く、日本社会で

生活 してい くための 「闘い」であ ると したのである。

フ ィリピ ン人 としての 自分 のアイデ ンテ ィテ ィを大事 に しなが ら、 フ ィリピ

ン人女性 に対 す るステ レオタイプを積極的 に是正 してい こうとす るAさ ん とB

さんの姿 か らは、在 日としての自分 のアイデ ンテ ィテ ィの確立 を民族教育実践

の中心 において きた在 日との共通性が見 えて くる。しか し、またその一方 で、「民

族差 別 との闘い」を掲 げて きた在 日に比べて、同 じ 「闘 う」とい う言葉 を口に し

なが らも、その 「闘 う」とい う対象 が、日本で の 日々の生活 とす るAさ んの語 り

か らは、 日本社 会 におけ る在 日との立場性 の違 いが分か る。制度上の差別 ・抑

圧 を正 していこ うとした在 日の闘いの上 に、 日本社会へ の参入が始 まった在 日

フ ィリピン人が、在 日とは違 うエ ンパ ワー メ ン トの 「ロジ ック」を獲得 して い

くのは、当然の こ とか もしれ ない。

以上のように、従来の研究において、フィリピン人女性の主体形成やコミュ

ニティづ くりは日本人の夫を持つ余裕のあるフィリピン人女性がその条件であ

るとされてきたが、ふれあい館の事例か らは、今までの研究からは注 目されな

かった、シングル ・マザーで、中には生活保護を受けている女性が中心となっ

ていた。それは、在 日の活動の実践の上に、在 日をモデルとしなが ら、日本人や
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日本社会か らの まなざ しの是正 をも図る もので、 この ようなふれあい館 の事 例

は、従来の研 究 に対 して新たな フィリピン人女性像 を提 示する ものであ り、 さ

らに、地域社 会の多 文化共生 を、在 日とニューカマー外 国人の 「連続性」で考え

る上で、在 日とニ ュー カマーの違い と共通性 に対する有 効な手掛 か りを提 示 し

て くれ る もので もある。フ ィリピン人だけで な く、他の ニューカマー との関係

か ら、在 日の連続性 をどう考 えてい くのかは、今後 のさ らなる課題 としたい。
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